
環境負荷及びその低減に向けた取組の状況

≪法令に従った排出基準等を遵守≫

総温室効果ガス排出量・・・・約41万ｔ-Co²
総エネルギー投入量・・・・・・約6,900TJ

水資源投入量・・・・・・約230万㎥

自らの施設での焼却量・・・約47ｔ

総排水量・・・・・・約430万㎥

PCB廃棄物処分・・・・・21台 金属類の確認申請・・・・約10.5ｔ

メチルナフタレン ……………………約530㎏
トリクロロフルオロメタン …………約250㎏
マンガン及びその他化合物 …………約48.7㎏
ふっ化水素及びその水溶性塩 ………約5.7㎏

メチルナフタレン ……………………約105ｔ
1,2,4‐トリメチルベンゼン …………約2.4ｔ
キシレン ………………………………約2.3ｔ
トリクロロフルオロメタン …………約1.1ｔ

放射性固体廃棄物発生量 約6,100本※
　　　保管量（2016年3月末）……… 約35万本※

200ℓドラム缶換算値
放射性気体廃棄物
放射性液体廃棄物

変圧機　18台　コンデンサ　3台

コピー用紙使用量･･･約230ｔ
グリーン購入
紙類 ………………………………… 約250ｔ
OA機器類（含:リース・レンタル） 約3,990台
什器類 ……………………………… 約1,300件

グリーン調達
再生加熱アスファルト混合物 …… 約1,900ｔ
再生骨材等 ………………………… 約2,400㎥

■研究成果発表実績
・研究開発報告書刊行数 184件
・論文発表数 1,170件
　　査読付論文 1,122件
　　査読無論文 506件
・口頭発表件数 2,257件

■新規特許出願数
・56件
（国内46件/ 外国10件）

■原子炉運転状況
原子力機構が有する全ての原子炉の運転は
ありませんでした。

■外部表彰受賞
・文部科学大臣表彰（科学技術分野） 9件
・各種学協会等の賞 90件
・各種財団賞 5件

総建設リサイクル量・・・・・・約1,400ｔ
　コンクリート塊 ………………………約1,270ｔ
　アスファルト・コンクリート塊 ……約94ｔ
　建設発生木材 …………………………約10ｔ
　その他 …………………………………約25ｔ

総再生資源量・・・・・・・・・約140ｔ
　古　紙 ………………………………… 約51ｔ
　その他 ………………………………… 約92ｔ
（一般・産業廃棄物）
有価物 …………………………………約1,900ｔ

総廃棄物量(再生利用含む）・・・・約1,300ｔ

その他
約3,100ｔ-
Co²

特別管理
産業廃棄物
約24ｔ

一般廃棄物
約310ｔ

特別管理
一般廃棄物
0ｔ

産業廃棄物
約950ｔ

電気
約35万
ｔ-Co²

電気
約6,300TJ

化石燃料
約4万ｔ-
Co²

化石燃料
約610TJ

工業用水
約160万㎥

河川水・湖沼水
約18万㎥

地下水・井戸水　
約33万㎥

上水道 約15万㎥

代替フロン
等4ガス

約2.5万ｔ-Co²

大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音振動、悪臭等規制基準をこえる排出等はなし

下水道
約14.1万㎥

公共用水域
（非管理区域排水）
約414万㎥ 

公共用水域
（管理区域排水）
約1.9万㎥

日本原子力研究開発機構

温室効果ガス 一般・産業廃棄物

主な再生資源一般廃棄物の焼却量

PRTR法対象物質（排出量、移動量）

PRTR法対象物質（取扱量） 排水（雨水・湧水含む）

水資源投入

PCB，アスベスト クリアランス

放射性廃棄物

建設資材リサイクル

投入エネルギー資源

主な実績

投入資源

温室効果ガス 一般・産業廃棄物

主な再生資源一般廃棄物の焼却量

PRTR法対象物質（排出量、移動量）

PRTR法対象物質（取扱量） 排水（雨水・湧水含む）

水資源投入

PCB，アスベスト クリアランス

放射性廃棄物

建設資材リサイクル

投入エネルギー資源

主な実績

投入資源
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